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国有林における採種園の害虫防除
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n試貌目的
林木宙種事業の進展に伴い,各地で採種剧が选成され,優良林木種子の生産が期待されつつ 

あるが,その退程にむいて虫杳が若しく,とくに針誤樹に歩ける而榕,球果.将子の彼害は各 

•・地で問題にされている。本試験は.枷子生産上問題に左る主要害虫Kついて,そQ積潁および 

',生感を明らかにするとともに,効果的な防除法を確立することを目的にしている。

m 試段の経過と得られた成杲

1.アカマツ・クロマツの害虫

アカマツ・クロマツの害虫については,本埸•関西支場,九州支埸,木魚分場•没川実験 

林において,試験わ上ぴ調査が行われた〇

1一1害虫の秘類
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マッ類の採源南の害虫は,アカマツやクコマツの幼齢造林地に去、ける害虫と共通してい 

る場舍が多いので,本試験になける種類の検索は,探税函の度か,幼餘進苏地に時いても 

行われた〇

3年間に見出された害攻は.第!表に示されている。

第1表 まつのしんくいむし類

矜 名 招 名

メイガ科 

Fyralidie
マッノシンマダラメイガ

Dioryctria splendidella
マッマダラメイガ D. abietel1a
マンアカマダラメイガ Salebria laruata

ハマキガ科 

Tortricidae

マツヅアカシンムシ Evetria cristata
マットビマダラシン厶シ

Gravitarmata re tiferana
マッツマアカシン厶シ

Rhyacionia duplana sitnulata
マツァカシン厶シ Rh. da tiva

ほかにマッノメム シもマッ蒙の球果を告することがある。

第!表K示されている害虫は,すべて,小煥須であるが,採看係!に治、いては・球果に大 

害を与えるマツノシンマダラメイガ,マツヅ7•カシンムシ・マットビマダラシンムシ等が 

注目される種類である。しかし・新谄や新芽に対する加害も,採植木の生育上,必ずしも 

経視できない。

な・、マットピマダラシンムシッ,従来限られた地域だけで発見されていたが,本試験 

に:fe、いては関東地域等に若いても分布している上に.球果および新梢に大きな按占を与え 

ていることが判明しぬ 本試蜘て若いて矫らた【て分布が匝接あ認された例としては,マッ 

ノシンマダラメイガ--- 束京都・マッアカマダラメイガ——葉県,マッヅアカシンムシ

--- 束京都,千枭垛.埼玉県•マットビマダラシンムシ 朿京都,千紫果・マツツマア 

カシン厶シ 京都・瑞玉県•マッアカシンム•ン 千案県 等力:ある。そのほか,種 

名不詳なものも故夜が見出されている。

小物以外の馬虫として眈,マッパノタマパエ・マッノオオアブラムシ警が見られたが, 

採舔阅における被害としては,それほど問題にすることはないと考えられる。

1-2 主な害虫の過程習性
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第】図 まっのしんくいむし類4疫の周年経過(関東地方)

比較的大きな彼告をひき益こすと考えられ4程について,関束地方に歩、ける周年経過を
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示したものが,第!図であろ〇これは地城により,また年により,多少府期のズレがみら 

れる。成虫の発生期を知ることは,後心避ペるように.蔡剤防險の場合の必要左事項である。 

次に冋じく阕菜地方で訓べられた数種について,経遇習性の比較をしたものが第2我である。 

これによるて,被害或い就発育経過から,加客通の大凡の見当をつけることが出来る。なむ・



第2表 経過咨性一覧表(関東地方)

稲類 発生 
回数

幼虫珈: 加害部位 颇化時期 瀚匕
場所 越冬您 峡 

竺所

Tッマダラ

メイガ

1年
1回 ?

(スギ球果)

球果?
? 地上? 幼虫？ 地上?

マッノツン

マグラメイガ

1年
2回

6月中句〜8月中旬 
8下〜翌5下

新芽•新枪,淑: 
秋は身年枝椅・春 
は前年枝精

g上〜8下
5下〜6中

in咨部
加害茶

幼虫 加害部

マッアカマ

ダラメイガ
? ? 〜5下 新梢,球果

・ 欢・

6上〜中 加吿部 ? ?

マツヅアカ

シン厶シ

1年
2回

5上〜6下
7上〜9中

新精,湫

当树,球果

6中〜7上
9中〜下

加じ部 

加吿部
・師 加窖都

マットピマ

ダランそ・匕

1年
1回

5上〜6上・ W•球果 6上〜中 地上 帰 地上

マツツマア

カシン厶シ

1年
1回 4下〜9下 新芽,新梢 9下〜I〇中 加害部 締 加害部

アツァカ

シンムジ

1年
2回

•!下〜6上
?

新い借・ー、 

当年梢

6上〜中

?
加窖部 統 加杏部

徂類從の形戚上のちがい］てついては•他の報吿(森t舫疫vol.18. その他)に

紀されているので,ここでは省略する。• ’ "

今回の制査によって,第2表に示されているように•マッノシンマダラメイガが關柬地 

方にお、いても1年に2回発生することが.野外で確昭された〇

!一 3球果の核害

アカマツやクロマツの球果の虫罟は•マッノシンマダラメイガ,マッヅアカンンムシ・ 

マッアカマダラメイガ.マットビマグラZンムシによってもたらされる埸合が多いカ:.と 

く K前二者に！る被害の炳度が髙い。一つの球聚力けける虫害の程度は.枯れてしまうも 

のから,どく僅かの食害のみにとどまり.実質的な被告のないものまでのいろいろな段階 

がある。しかし,2年生球果でも7月中旬まで亿・これら小蛾阳幼虫の穿入をつけた揚合 

に,枯れることか多いようである。枯死しない程耍の球果では,その完熟期に,我害をう 

けていない脚の数に応じた割合で,正借な技子が残ることになる。しかし,球果の一部 
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のみカ:食育をうけたにすぎ宏い垮合でも,ヤニの浸出によって食害部の周辺又はその先の 

部分の麟片が,完熟乾焼後田おいても開くことなく、耗子の採取罪が碧し<低下すること 

は展々みられる。

第3表には,肉西支場において行った落下駐果i•、よぴ樹上の異常球果の通例を掲げた。

落下球果や異當球果は虫害に起因するものが多く,この婿合の加害虫としては,2年生球

注)1〇月には樹上の異常球果をすべて調あした。

9月までは落下聴のみセ調査した。

第3表 月別落下球果涸査結果(19 6 9年5月〜10月,明西林木育稲場内)

樹 お 当初球果散 原因 5月 6 7 8 9 I 〇 計 (。 )

クロマツ■
(4本)

2年生 219 虫害 2 1 1 2 5 3 5 9 ( 2 6. 9 )
不明 1 1 (0. 5 )

1年生247 虫害 1 3 3 5 3 9 (1 5. 8 )
不明 3 1 2 6 ( 2.4 )

果ではマツノシンマダラメイガ,マッヅアカシン厶シが多く,1年生球果で杖マダラメイ

ガ亜科の1極がみられた〇

1一4薬剤防除試験

「臨つのしんくいむし」と呼ばれているマッ類の球果や新梢に穿入加答する小凝顷には, 

従来,通隴な防除法力;なく ,林業にむける防除困雄な害虫京の一つとされていた。本試験 

研究田ないては,対象昆虫の生態醐逬を行った上で,有効と考えられる殺虫剤のi登用試験

注>5〜9月毎月散布

第4很 2年生球果の無彼害準(19 6 8年4月2 0日〜10月7日)

処 理 別 クロマッ アカマツ

D D T 〇• 0 5 % 乳剤 8 8.1 % 9 6. 8 务
スミチオン0.0 5. %乳剤 8 6.0 9 3.0
無 処 理z.*.l . 2 7. 3 4 3.2

関西林木背穂に時ける試験
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注)7月16日散布,8月21日調査
散布快は染液が.乘からしたたりおちる程度とし,なるべく球果に欲布した〇

第5表 薬剤液あ後の球果の複害率(19 6 8年,网東林木育後場内試験

区
DDT2 〇%死剤 
I〇 〇偕液

ハイジット50观剤
5 0 0倍液

エカチン2 0 0乳液
無処理5 0 0 倍液

心アカマツ 2. 9 3. 4 1 〇. 4 1 2.2
痛2 " 2.1 1.7 9.0 2 4.0
庞3 クロマツ 0.0 7.1 6. 4 2 5. 5
徹4 〃 3.1 6.4 1 9. 7 2 0. 3

第6表 マッ球果に対する薬剤処理(1969)
処理区

春期散布 (5月) 夏朋散布 (7月)

畋 布 前 敞布後(7月) 散布前(7月) 散布後(8月)

□ D T20务乳剤
!〇 〇倍液

1.9 〇. 3 〇. 7 7. 6
ノ［ジツト50侈乳剤 

.5 0 0倍液 3. 6 〇. 6 0 3.5
スミチオン50 %乳剤

5 0 0倍液 〇 〇 〇. 6 4. 9

練 処 理 4. 3 6. 3 1.8 2 9. 6
注)水戸市•関東林木育種場搆内における試淡 1区4本4回くりかえし処理

收布日,5月2日(春期),7月3日(夏期)

夏散布後に被告球果を全て採取し,調査した。

数字は1木当りの被害球茱数

第7表 春期の乘剤散布結果(珮序波害)I 9 6 9
回目 1(例) 2 3 4 叶

D' D T 1
2

17木(1.89
9 (1.0 0

31本(3.4 4}
9 (1.00

2 1本(2.30 )
2 (0.2 2 )

3 环(3.8 9 )
1 6 (1.78 )

10 4本(2.8 9)
36 (1.0 0 )

ハイジワド
1
2

28 (3.11
28 ( 3.11

60 (6.6 7 )
29 ( 3.2 2 )

18 (2.0 0 )
1 9 ( 2.11)

20 (2.2 2 )
7 (0.7 8)

1 23 ( 3.5 0 )
33 (2.31)

スミチオン
1
2

20 (2.22
10 (1.11

2 4 ( 2.6 7 )
1 7 (1.89

4 6 (5.11)
18 ( 2.0 0 )

29 ( 3.22 )
4 (0.44 )

11 9 (3.30 )
49 ( 1.36 )

無散布
1
2

1 30 (14.44)
268 ( 29.78 )

1 88 ( 2 0.8 9 )
334 ( 37.11

1 30 ( 1 4.44 )
267 ( 29.6 7 )

1 03 ( 1 1.44) 
249 ( 2 7.6 7 )

55 1(1 5.3 1)
1118 (31.06)

注) 1回目放布4. 2 2, 5. 9効果判定 2回目散布5. 9, 6. 4効衆判定
()は熟夜木!本当りの平均祓害新稍数
D D T 2 0/乳剤1〇 〇倍液,パイジット5 0务乳剤5 〇 〇倍液,スミチオン5 〇务 
珏剤5 0 0佬液。
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を < りかえした結采,第4表〜第7表に代表されるような防除効果をあげることが出来た〇 

しかし,知近,D D Tなどの有扱垠橐系殺虫剤の使用が,種行の面から問題(てされるよ

うになってきているので,当面磁除整剤はスミチオン等の低無性有螂殺虫削がとI)あ 

げられることになると考えられる。スミチオンやバイジットの乳剤使用によれば,第7表 

にみられるように,新治彼害を1回散:布で約5分の1・2回散布で1〇分の1以下になさ 

えることができた例］もある。

1一 5 天敬昆虫

九州支均においては,まつのしんくいむし類の天敵寄生錄を润宜し.また.2径類の寄 

生蜂の移殖試験を行った。弟8表は九州支場で詞査された天敵寄生鋒のりストである。

第8农 天敵の秘類と寄主

parasite Host
D. S E. c R. d G. r

HYMSNOPTERA
Ichneumonidae

Apistephxaltes sp. 〇Eriborus sp.
Itoplectis alternans spectabilis Matsumura

" cristatae Momo i ?Lissonota sapinea H. Townes. Monoi & M . Townes
Pimpla dxsparis Viereck
Scambus sp. 〇

Braconidao
Apanteles sp. 〇 〇Bracon sp. 〇
Macrocentrus gibber Eady & Clark
Micro gas ter sp. 〇
不明技 〇

Eurytomidae
Eurytoma sp. ?Pteromalidae
Pteromalus sp. 〇 〇

Trichogramma tidae
Tr ichogramma s p. 〇Eulophidae
Pediobius sp. 〇 〇 〇 ?Elasmidae.
Elasmus issikii Yasumatsu et Kuranaga 〇 〇 ?Bethylida©
Goniozus sp. 〇 〇DIPTERA

Tachinldae
Actia nudibasis Stem 〇—12 3 —



D. s — Dioryctria splendidella Herrich-Schaffer
マッノシンマダラメイガ

E. c — Evetria cristaもa Walsmgham マッソアカシンムシ
R.d ― Rhacyonia duplana Simulata Heinrich

マッツマアカシンムシ
G. r ― Gravitarmata re tif erana Wockeマットビマダラシン厶シ

なえ、.第2図は・寄生鎌移殖お験の1例である。これによると,移殯後の彼沮穂調査で 

は,天敵出現の都合・か次第に高くなっている 

ことカ:わかる。これは,今後検肘されるべき 

天敵利用の一つの可能性を示しているといえ

•t為
1-6天散微生物

千科・下,神奈川県下等から採集したマッ 

ノシンマダラメイガち•よぴマッヅアカシン厶 

シについて浅川実験林天敷後生物研究室に为 

めて病原微生物〇検索が行われてきた。その 

結果,細菌によると思われる軟化病,糸款茵 

によると思われる硬化病,成いはフザリウム 

関やアスバギルス弟などが検索されている。

これらのうち数種の病原微生物について.接

種試腹を行い,まつのしんくいむし殍诚はその他の昆虫に対する病原性を比萩検肘中であ 

る。

1-7 その他

以上のほか,クローン別龄調査,両樹恐間の被雲のちがい.人工飼料てよる飼育,液 

剤の微疑敌布による殺虫技歐•マッノシンマダラメイガ越冬幼虫の趣充,マツノ メ厶シの 

生態等の試験およぴ謁査が行われた〇

%

(移植)

第2図加害楠と犬畝の変豆?
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第3図 マッノメムシの周年経過(授好県大町市.傣高8 0 0 m幼齢祐林地)

注)+成虫。卵一幼虫•蛹()は未確整!

年 月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 〇 11 1 2

第1年
-H-
〇 〇 〇 )

•

第2年
(

:
加害 期)

-雌ー-1- .•冬 芽--.

2.スギの書虫

スギの告虫については,本場,网西支埸<木籟分細て去、いて.試験勃・てぴ貌資力:行われた〇 

2-!害虫の種類

従来,スギ球果の害虫としてはスギカサガが知られており.数:年前からウスアカチビナ 

ミシセクも球果に加害することが判っていた。また・スギメムシガは新梢に加客し,時に 

は球果にも加害するといわれていた。今回の段査では•スギメムシガがスギ球果の吿虫と 

して,思いのほか大きい被害を与えていること!・甲J明した。とくに,関束地方や長野県下 

では,スギメムシガによる彼害が幾視でき左いようである。な本場にむける!1就では

第9崇 スギ球果の害虫

科 名 種 名
ハマキガ科

Tortricidae
スギカサガ

Grapholitha cryptomeriao
シャクガ科

Geometridae
ウスアカナビナミシャク

Eupi thecia ru fesc ens
スガ科 

liTOrxmaitidae
スギメムシガ

Argyres thia anthocephala

チャパネアオカメムシもスギの现子忙害を与えること小判明した。スギ程子の害虫には:ス 

ギノミオナガコパナ(スギタネバチ)が知られているが,技子の害虫は.とこでは一応対 

榮外とした。
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2-2球果の枝告

19 7 〇年11月上旬の浅川実験林に若ける调行では,スギ球必の:E虫による裕穽繰 

としては•スギメムシガ(てよるもの18.6曲•スギカサガ比よるもの15.1%、ウスアカ 

チピナミシャクによるもの0, 8务てあつ柘スギメムシガ岐I年に3世代をくりかえすと 

考えられるので,加杏の程度或いは愤相は時期によって異なる。一段に,スギ球果に対す 

るスギメムシガの加告は.第1〇表に掲げたよう左璃(て分けられる。

__________ 第10表 スギ球衆忙利するスギメムシガの加害型 ____________ 

1-1：9月頃から成熟球果の湘て侵入し,そこで越冬し・春に柄を食害し,基部の舲 

_______内で缅化する。_ ________________________________ ____ 
1-2 F3〜4月に雄花芽の我面だけを残して内部を食’杏し,そこで缩化する。

nー】F5〜6月姓発育中の球果に入って食 ’芯し,老熟後.税出する。球果は枯死・萎縮す

〇〇

R-2 :上と回様であるが,琼果の一部の陇片は正常であり•他が異営となる。

H- 3 : 5〜6月に若齢幼虫が加害した蹑合・何らかの原因で幼虫がい左くなるもの。湫 

 は小型となるカ;生  

中国地方にえ、いては•スギカサガ治«よぴウスアカチビナミ・ンヤクによる核容が多く,大 

型球果にはスギカサガカ;主として加害し,小型球栗にはウスアカチビナミシャクが主とし 

て加客しているという憤向が兒られた。第11表忙は関西支場の調査結果が宗されている。

第11表 スギ球果の被告調査(19 7 0 )
区 分 健全球果阕 虫害球果例 計

齒制題種榻•大型球果 1 5 2 ( 72.7%) 5 7 ( 27.3务) 2 0 9
大型球釆

同上山陰支場・
小製琳:

3 4 4 ( 88.0¢) 4 7 (12.〇%) 3 9 1
2 3 6 ( 64.3%) 1 3 1(35,7弦) 3 6 7

3.トドマツの咨虫

北海道度はトドマツ採種闽が2 8カ所,18 6 haがあって,碳iは1960年(昭和3
5年)以降に多く行われている。した力:って海果の蛍は,未だ 少い。トドマツ球果せ:虫に 

KIする調査は北诲道支場カ:担当したが・上記のような理由から,綢査は採種園のみに限らず, 

人工林む上ぴ天然林から徇られた試料をも供試したJ
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3-I被告
北海道支坊育種研究宅の朝査資料によると.トト・マッ球果彼害は,(a輝花芽時代Q烏害 

や紺害ビよって跚花でなないもの,(bM花した褒何ら渉の原因で萎蘇するもの,(c即琮^ 

の発達過程で虫害をうけるもの・の3グループに大別され•(C)に居するも〇が4 0ぐぐら 

い存在したという。

虫害としては大部分が受精麥の秋昏と考えられる。19 6 7年,野,媒国容林2 5年生人 

工林にないて,2本の側体の餾充結果が第12表に示されていろ。第12表の被害はほと 

んど全部が虫客によるもので,着果は上方ほど多いが•癖割でけ:ほとんど差がない。

第12表 枝階別トドマツ球果着生故と被害(19 6 7 )
溯 生 枝 全球架敌 彼咎球果数 祓 害 率

I-1U 脚 tt) 2 7 6 1 3 〇 4 70
M-U枝階 ft*) 1 3 3 6 〇 4 6
W醜CR 3 5 1 9 5 4
total 4 4 4 2 0 9 4 7

左ち、,トドマツの結実周期は一般に3〜4年ごとに豊作があり.塾作の次の年は必ず凶 

作年になるといわれている。また,前記育募圈究室のを插では,虫害を主とした被害率は 

凶作年に高い傾向を示している。

3 一 2球果の発違過程と核害型

球来の大きさはT?に老齢林のものが大きい。成熟球果の大きいものは長遥8 〇 mmを 

こえるが,55 mm以上は正常な球果といい得る。球果に含寸れる須子数は,必ずしも球 

果の大在さに比例するものではなく .本蛾にむける乱魇では竣高4 〇 〇 ,平均2 Q 〇〜 

3 0 0粒でちった。

虫害をうけてもなお健全極子はある程度残ることは贋んあるが,その家にさまざまで. 

扱してハマキガ類やシャクガ類K2:る加害は主軸にそってなされるので.矜:子全部が殺答 

をうけやすく,ハナパエ類やタマパエ須による彼窖球黒には鈍全打子が比較的多く我る。 

第13表には.球果の発達過程と披害型が整理されて示されている。
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第13表 トト•マッ球果の発達過程と被害型

月 発心程
球果の大きさ 
(長x径) 被害型 原 因

前年

7〜】〇月

花芽分化

発遂期

花芽のまま 

生長止る

不明

4月 6～7 x 4— mm 開花直後福変 不明

5月 開花受粉期 11X7 ハマキに上る花粉食告あるも段 

辟ほとんどなし

生長期 3 0X13
4 0X20
50X20以上

脱

外部1にキズ・蜷曲 

ヤニ塊,排出 

虫我排出

｝ハマキ幼虫による外部央害

ハナパエ幼虫左どによる。

マットビマダラシンムシ,シャ 

クガ等监(署。

9月 成熟期 幼虫脱出孔

(独子心核害)

シャクガ幼央等

タマパエ.オナガコパチ

3-3害虫の彼類とお考・項

弟14表には,本泗!に治、いて探索された含虫の種類と・試獎調宜の上で観察された皿 

項の摘要を掲げた。心、ここで次便宜上,母子の害虫をもつけ加えた。これらの中で比 

較的:®妥と,思われたのはマットビマグラシンムッ、フトオピナミシャク・ハナパ工科の類 

等と考えられるが,地域によりその被害の程度はかなり異なる。

第14表 トドマツ球果害虫

加 害 種 事 項

マツァトキハマキ Archippus piceanus
針葉樹類の菜を鶴するが,5〜6月球果を外部から食罟する。 

被害まれ。

コスジオビハマキChoristoneuraconi ferana
5〜6月球果を外部から金害することあり。•また新芽,雌花も食 

害。

幼虫は狭,背板黑福色.聰郃淡黄戒色であるが,硬皮板黒く目立 

つ。

エゾマツカサガPseudotomoidesstrobilla
エゾマッ球果害虫として,ところに上っては10 〇%近い被害を 

与えた記録がある。

トト・マツにはされ?

マットピマダラシンムシ Grav itarraata retiferana
今回の制査ではもっとも多く,亜:耍粒と考えられる。

T 23-

加 窖 種 事 項

エゾマンシDオピカサガ Petrova
mo nopunctata

迎成虫記載あるのみ。

技害｛ばま馬幼虫•生活史等不明。

トト・マッコシンクイガ 
Lasperisia 

kamij 〇

最近成虫伝暇あるのみで,幼虫形態,生活史歩不引。彼如 丄

ハマキガの一種 幼虫:化長10 n.m内外«頭茶・単缺仙後方に無班あり。背橹淡 

黑透明・体乳白色。

新甫部にも穿?L, U娶間と思われる。

マッマダラメイガ Dioryctria abiotolla
今回の禺査では発見されず。生活史にかなりの巾があり・大部分 

幼虫態にて土中越冬と思われる。

フトオピナミシャク Eupi thocia gigantea
7月すぎに加誓

オオクロテンカパナミシャク 
E. strobilata dobrunnoata

今回賤見されず。

Earomyia sp. ク｛□ッヤバ工科。北米•V fir seed maggotと呼ばれる。: 

幼虫は白色•12節よりなるウジ。頭部に2コの大きいカギ,後 

端にキチン貿の肛門突起がある。

Lasiomma abietis ハナパ工科。北米でlarger white cone maggotと 

呼ばれ,幼虫は8 mm以下,13節よりなるウジ。

頭部に2コのカギあり。被害多e〇

Lasiomma sp. 被害多し。新愤州卷と幼虫の区別はできない。

タマバエの一毬 祖子に食入る。

幼虫:5 mmoピンク色円柱形先方細長く,第1節にY字形節片 

あり。尾端1てキチン化した2本の突起を冇し,尼靖曲の筋に2コ 

の小肉質トゲあり。

出現頻度福し。

ドドマツミオナガコバチ Mogas tigmus borriesi
今回の調査ではまれ〇 •.

生活史昆ついては未だ不明なものが多いが,一般的に吐これらの琳と啓虫には,その羽 

化期,産卵期がトト・マツの開花受粉期の頃にあたり・また.土中終冬のんのが多いようで 

ある。これらの点を考えると,直接茶剤を使用して防除する場合には,羽化削由:洎の林床 

処理等の方法も適用できるかも知れない。
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4. その他の害虫 ・

カラマツの球果害虫については,沼和4 2年度司有林野部舞待別会計・摸試験成お設吿& 

(昭初4 3年6月)に封いて.詳しく核告されており,今回の浅麥でM,木曾分揚はむいて, 

貝知邛についての生態上の補足的隘を行ったが.碎記ナべき現象緋得られていない。但し, 

カラマツ採垣回にち、いては,秀果のみに加去するカラマックネパ工のほかに.食萊性害虫の 

カラマッヒメハマキ,カラマツツツミノガ・カラマツマダラメイガ,吸収性害虫のカラマツ 

ハダ二等を害虫として校索している。

同じく木會分場では,球果以外の部分の害虫として,ヒノキ採径団でウリハムシモト・キ 

(乘),スギドクガ(乗),アカマツ採垣園でマッノ メムシ(芽・焚),アカマツハマキ 

(菊),マッパノクマパエ(葉)’マッヅアカ・ンンムシ(所椅)•マッオオアブラムシ(新 

椅・小枝),マッノシンマグラメイガ(方溯),スギメムンガ(芽)等を検索しているが, 

採松園においても,夫々の樹種の害虫にxる被:;;.が起ることは当然考えられることであるの 

で,ここでは,球果以外の害虫についての詳しい試験痢張については,これを省潞する。

N成瘀の买約

1. 採種［如ておいて,主として球果に加客する害虫について调直した。堂:耍瑾と考えられるも 

のは.マッ貝ではマッノシンマグラメイガ・マッヅアカシン厶シ,マットピマダラシン厶シ, 

スギで杖:スギカサガ・スギメムシガ,ウスアカチビナミシャク,トドマツではマットビマダ 

ラ・ン厶シ・ハマキガの1杷,ハナパ工科の1咬等かあげられる。

2. 樹却師J或いは地域別に,採糧圍にむける虫有の実態がか左リ判明した〇

3. マッ類の害虫エついては.垂嬰秋の野外生感を明らかにすることができた。

土マッ痂の害虫に対する採弾園Kがける薬剤防涂法としては,スミチオンやパイジット等の 

低奏性有掇燐剤の乳剤を使用するが^が効果的であるという結果を術た。

5. マッ類の号虫に対する天敵寄生蜂や天敵徴生物を検索渕をした。在来天缺の移殖について 

は,一般にその効果に貝問がもたれているが,まっのしんくいむし類の天敵寄生绦移殖では, 

ある程废期待が持てるかも知れないと％•えられる例もみられ.る。

6. そのほか,たとえば,スギ初子に対してチャパネアオカメムシ力［加害するという•rうな副 

次的左新辜実も見出された。
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V今後の冏g点

1. 頰不明害虫の分類学的検討。

2. 睡混同のわそれあるものの分辩学的倒。

3. 客虫の地塊別,食す別の形S!的比敦検討。

4. スギ球是,トドマツ就果の主姿ぎ虫の生活史瞄〇

5. 加答虫生息欲推定法検紂。

6. 被害解析。

7. 総合談方除法確立のための各種詞径去、よびば験。
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